研究発表　茂吉の再生 by 佐々木 比佐子
一．はじめに
斎藤茂吉は 2012 年の今年、生誕 130 年を迎えた現代を代表する歌人のひと
りです。明治、大正、昭和という時代を生きた茂吉の生涯は、苦難の連続であ
りましたがなかでも、大正 14 年茂吉の家の青山脳病院焼失直後、44 歳の時と、



































藤原定家に和歌の添削を受けて、22 歳の 12 月に自撰歌集をまとめています。
これが、『金槐和歌集』であります。
斎藤茂吉は、短歌制作以前から既に『金槐和歌集』を読んでいました②。明治


























































 『アララギ』第 18 巻第 5号「五月集」
そして、雑誌『改造』に掲載された「童馬山房雜歌」137 首の中の一首。
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ミ ュ ン ヘ ン
ünchen という地名を意図的に横文字で詠んだりしており、その多くの部分が古典的な題詠歌
である『金塊和歌集』と比べて本当に影響関係が指摘できるのか、むしろ違いが指摘できるのではな
いかとの意見を示した。発表者は、鎌田五郎氏が『金塊和歌集』の評釈書の中で、題詠であっても自
分が老人の身になるという想像をしながら共感して詠まれている歌ではないかと指摘しており、本発
表においても、題詠であれ、一首を立ち上げていくためには、単なる題詠、言葉だけの世界と突き放
しては歌えないのではないか、特に火災後の茂吉は気持ちが非常にすさんでしまい、雑誌に発表した
文章にも心が乱れていたことが窺われるが、そうした状態の中で『金塊和歌集』を目にしたことを想
像すると、実朝の和歌は優しく、たとえ題詠であることが解っていても老人をこのように詠んだこと
に茂吉は反応したのではないかと考え、取り上げたと説明した。更に発表者は、和歌の影響関係を特
定することは確かに難しいと考えていると述べた。村尾氏は、影響関係の特定が難しい点に同意しつ
つ、しかし、単なる題詠という見方には問題があり、題があり想像力があって歌が生まれる、自分と
は違うものに想いを馳せていくという面があり、題詠にもやはり秀歌があると述べた。また同氏は典
拠の問題の難しさに関連して、鬼が泣くというのも、根本的に言えば『古今集』仮名序まで遡るもの
であることを指摘した後、中世の和歌の本歌取りに関しても、本当にこれで良いのかは常に考えてい
ることであると感想を述べた。次に小曽戸明子氏より、斎藤茂吉は非常に論じられる機会の多い歌人
であるが、女性の観点から、どのような切り口で論じるかに関心を抱き、注目してきた中で、今日の
発表は啓発されるところが大きく、全体の「再生」のテーマにも深く関わっているとの評価が示され
た。また同氏は、昭和二十年の茂吉は今日の発表では言及されなかったが、全体的な論考として纏め
られるのを期待していると前置きした上で、今回こうした発表を聴くことができたのも、弟子として
の佐藤佐太郎から師である茂吉を眺めた視点というものが大変有効に働いているのではないか、弟子
の系譜の流れの下の方から辿り、それをひとつの糸口として対象に迫っていく方法を教えられたとの
意見を述べた。
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